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ＳＳＨ研究発表全国大会で本校生がポスター賞！
8月9日（水）～10日（木）に，神戸国際展示場（兵庫県神戸市中央区港島中町）にお

いてにスーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会が行われました。本校からは5
年次の小野寺さんと浅沼さん，引率教員として大村先生が参加しました。
9日は開会式，基調講演，ポスター発表が行われました。基調講演は，理化学研究所

の高橋政代先生による「ｉＰＳ細胞で明日を作ろう」でした。世界で影響力のある10名
に選ばれたこともある高橋先生の研究を中心に，高校生に将来をどう考えていったら良
いのかという内容でした。これからの若者に求められるのは「創造性と人間性」であり，
それらを育てて欲しいというメッセージをいただきました。
本校のポスター発表は5年次の小野寺理紗さんの「地衣類の『着生』と『成長』から

微環境を見る」でした。ＳＳＨ校で科学研究部があるということで本校に入学してきた
小野寺さんは，入学後5年間一生懸命研究を継続しています。その研究の軌跡や成果を，
審査員・ＳＳＨ校高校生・一般の方に丁寧にプレゼンしていました。約5時間という長
時間のポスターセッションでしたが，明るく楽しそうに行っていました。審査員からは
「頑張って楽しそうに研究をしていますね。」などとコメントをいただいていました。
そして，最終日の表彰式において，見事ポスター賞を受賞しました。全国203校のＳ

ＳＨ課題研究の中の植物分野において，3位から5位の中の「ポスター発表賞」です。素
晴らしい成果だと思います。なお，今大会で配付された最新ＳＳＨパンフレットの中に
「ＳＳＨ指定校の先進的な取組」で8校が紹介されていたのですが，何と本校の取組が
紹介されていました（ＡＬに関する教員研修会）。本校のＳＳＨは，第２期（５年間）の1
年目です。これからますますパワーアップしていく取組にご期待ください(^_^)。

＜小野寺さんの受賞の感想＞
今回このような賞を受賞できたこと，嬉しく思います。5年間頑張ってきた研究をたくさん

の方々に発表できたので貴重な経験ができました。これまで支えてくれた仲間や先生方にも
大変感謝しています。今後も研究を進め日々精進して参ります。


